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刊行にあたって

　財団法人新潟教育会の新潟教育研究所では，第４回教育調査研究報告書「小中学校教員

の勤務に関する意識及び実態調査−多忙化を解消し教育を充実させる」を発刊します。

　過去３回の報告書では，「校内研修（小・中学校別）」及び「全国学力・学習状況調査（小

学校）」に関するアンケート調査を実施した結果をまとめ，皆さんのお手元に届けました。

　今年度は，勤務に関する意識及び実態調査をアンケート形式で実施しました。そして，

過去３回と同様に調査結果を考察し，多忙化を解消し児童生徒の教育を充実させ，充実し

た教員生活を送るため，４つの視点から提言をまとめ報告書としました。

　新潟県教育委員会は，「子どもたちと向き合う時間確保のために多忙化解消アクション

プラン」を平成22年７月に，また新潟市教育委員会は，「教職員が子どもと向き合えるゆ

とりを生み出す行動計画−『学力・体力に自信をもち，心豊かな子ども』を実現するため

に−」を平成23年３月に策定しました。

　現在，各学校では，こうした新潟県教育委員会，新潟市教育委員会が掲げた「多忙化解

消に向けた10の点検」や「多忙化を改善する９つの視点」を基に，多忙化解消に向け取り

組んでいます。

　加えて，今回の報告書にある「調査結果の考察」及び「多忙化を解消するための４つの

提言」を，多忙化を解消し児童生徒の教育の充実に向けた取組の参考にしていただければ

と思っています。

　教育行政，各学校，個々人が連携した取組を基本としながらも，それぞれの立場でやる

べきことを確実に成し遂げるならば多忙化が解消され，教員の家庭生活にもゆとりが生じ，

その結果として学校教育が充実・発展していきます。

　子どもたちの健やかな成長のため，本調査報告書を最大限に活用していただけることを

願っております。

財団法人新潟教育会

理事長　　杉　浦　隆　夫
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